
 

 

 

 

自公政権に大きな打撃を与えました、野党が過半数を制しました 
 27 日投開票された第 50 回衆議院選挙では焦点の

「ウラ金問題」に輪をかけた「非公認候補へも 2000

万円選挙資金交付」という大失策に助けられ、以下

のような結果に終わりました。今後は今月初めに開

催される特別国会での首班指名に向け、与党による

多数派工作や連立再編などが注目されます。 

 石破首相は連立再編には否定的ですが、勢力を４ 

倍に増やした国民民主党との接触が気掛かりです。 

 また、非公認ウラ金議員の取り込みや無所属議

員、新興政党（参政党、保守党）への個別アプロー

チが予想されます。 

 いずれにしても民意は自民党の驕り政治へ鉄槌が

厳然たる事実であり、経済対策の強化、政治資金改

革が喫緊の課題であることは間違いありません。 
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   〔小選挙区の県別議席獲得状況〕 
 ◆新潟では立憲、大阪では維新が全選挙区独占！ 

 ◆自民は山形、群馬、富山、山口、徳島、熊本で独占 

〔比例区のブロック別議席獲得状況〕 

どこまで与党の多数派工作 
で切り崩されるのか？！ 

◆比例区でも与党（自・公） 

 79 議席、野党系 97 議

席と圧勝！ 



県内でも升田世喜男さん（1区）、岡田華子さん（3区）議席確保！ 
東北比例では佐原若子さんも「れいわ新選組」で初議席 

 27 日の衆院選では県内でも立憲民主党候補の善戦が

ありました。3 区では実質的な立憲と共産の共闘が奏

功し、岡田華子候補が 12,745 票の大差で自民候補を

制しました。また、１区では升田世喜男候補が小選挙

区で 5,054 票の僅差で自民候補に敗れたものの惜敗率

93.37％で比例復活を果たしました。反面、共産候補

が 18,212 票を獲得しており、共闘態勢が確立されて

いれば圧勝となったことも想定されます。2 区では立

憲推薦候補の松尾和彦候補も善戦し自民現職に惜敗率

68％と肉薄しました。もし、公認態勢と準備期間があ

れば違う局面も想定されました。その一方で比例票で

は前回実績を下回りました。また、東北比例区では

「れいわ新選組」も 1 議席を確保し、佐原若子候補が

当選となりました。佐原氏は五所川原市で歯科医院院

長の傍ら、2019 年の県知事選に野党統一候補として

立候補、善戦した経歴があり、今後の活躍が期待され

ます。一方、21 年連続で議席を獲得していた高橋千鶴

子候補（共産）は惜敗となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：前々回の升田世喜男氏は希

望の党所属、前回の自民候補は

江渡聡徳氏、前々回は津島淳

氏、共産は前回は斉藤美緒氏、

前々回は赤平勇人氏 

得票数 得票率 得票数 得票率 得票数 得票率

今　回 9,001 39.25% 11,782 51.38% 2,150 9.38%

前　回 7,711 30.26% 15,630 61.33% 2,144 8.41%

前々回 8,371 30.39% 16,504 59.91% 2,672 9.70%

今　回 628 34.93% 1,044 58.06% 126 7.01%

前　回 623 30.33% 1,311 63.83% 120 5.84%

前々回 659 30.78% 1,343 62.73% 139 6.49%

今　回 829 32.68% 1,515 59.72% 193 7.61%

前　回 740 24.89% 2,067 69.53% 166 5.58%

前々回 774 24.97% 2,141 69.06% 185 5.97%

今　回 365 42.20% 440 50.87% 60 6.94%

前　回 394 40.12% 536 54.58% 52 5.30%

前々回 423 39.17% 603 55.83% 54 5.00%

今　回 318 37.95% 479 57.16% 41 4.89%

前　回 329 32.70% 622 61.83% 55 5.47%

前々回 396 34.74% 676 59.30% 68 5.96%

今　回 11,141 38.46% 15,260 52.67% 2,570 8.87%

前　回 9,797 30.14% 20,166 62.05% 2,537 7.81%

前々回 10,623 30.34% 21,267 60.75% 3,118 8.91%

今回 71,211 42.98% 76,265 46.03% 18,212 10.99%

前回 64,870 37.35% 91,011 52.41% 17,783 10.24%

前々回 64,173 34.16% 103,177 54.93% 20,497 10.91%

自民候補

むつ市

大間町

東通村

風間浦村

佐井村

むつ下北
計

１区合計

升田世喜男
自治体

共産党候補

【むつ・下北地域の小選挙区候補別得票数】 

 比例復活で当選を果たし

た升田世喜男さん、一夜明

けた 28 日朝には早速、青

森市沖館地区の街頭にて、

道行く市民に感謝と国政復

帰への決意を伝えました。 

 堂々、「木村王国」の牙城

を切り崩し、小選挙区で見事

に初陣を飾った岡田華子さ

ん、升田さん、田名部さんと

三人で青森県の未来を変えて

くれることを願っています。 

 東北６県を駆け回り、見事

に当選、比例順位３位ながら

上位の重複立候補者が法定得

票数獲得できなかったため東

北初のれいわ新選組の議席に

たどり着きました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私
た
ち
が
何
度
も
、
県
や
市
に
原
子
力
防
災
の
観
点
か
ら
指
摘
し
て
き
た
内
容
で
す 

女
川
原
発
再
稼
働
の
次
は
東
通
原
発
で
す 

1
0

/
2

2
 

東
奥
日
報 



佐井村で開業、はや５年、これまでの記録がまとめられて出版されました 

 

 

 

 

 

 

 

     大竹進医師 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「土の人」と「風の人」
とのコラボで 

小さくてもきらりと光る
むらづくり」へ 

 日本には医療機関のない無

医村・無医地区が 500以上。 

 そのひとつの下北半島の無

医村にクリニックを開き、毎

月２日間、スタッフとともに

片道 200 ㎞を 3 時間半かけ

て通い、診療を行った 5 年間

の記録です。 

【推薦：鎌田慧】 

 本州最果ての下北半島佐

井。奇岩屹立の仏ヶ浦、長福

寺の円空仏あり。そして「さ

いクリニック」現代の名所

だ。大竹進医師と村びととの

交歓を描いた奮闘記は、人間

信頼の希望の書だ。 

【問い合わせ先】 

あけび書房 

TEL 03（5888）4142 

 FAX 03（5888）4448 



来年は戦後・被爆 80 年 「戦争はしない」と誓ったのに… 
『戦争の準備』ではなく『平和の準備』を 

 いま、日本は戦後・被爆 80 年を前にして、大きな

分かれ道に立っています。 

 悲惨な戦争・被爆体験の上に打ち立てられた「戦争

のない世界」めざす憲法にもとづく生き方が、根底か

ら覆されようとしています。これを許さず、憲法に基

づく平和外交の道へ転換するため、行動する時です。 

 いま、金権腐敗、大軍拡・戦争国家づくりを推し進

めてきた自公政権は、行き詰まっています。 

 空前の大軍拡路線の下で、自民党に巨額に政治献金

を行っている軍需産業が莫大な利益を上げています。

この軍拡が国民生活予算を圧迫し、増税を押し付ける

う根源になっています。「軍拡増税反対」「軍拡やめ

て暮らしへ、教育へ」の声を広げましょう。 

 まさに来年は戦後・被爆 80 年です。今こそ声を張

り上げて『戦争の準備』ではなく『平和の準備』をと

声を上げましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

核兵器禁止条約に参加し、核兵器のないアジアと世界を！ 
 日本とアジアの平和のために日本がまず、やるべき

ことは、何よりも被爆国として、核兵器禁止条約に署

名・批准し、中国、北朝鮮、ロシア、アメリカ等にも

参加を呼びかけ、アジアを核軍拡競争の地から非核・

軍縮の地城へとリードしていくことです。 

 被爆者の声を原動力として、2017 年７月７日に 

122 ヵ国の賛成で採択された核兵器禁止条約は、すで

に署名国 93 ヵ国、批准国 70 ヵ国に拡がり、国際条約

として大きな力を発揮しています。 

 ところか自公政権は、締約国会議にオブザーバー参

加さえせず、禁止条約に背を向けたままです。世界唯

一の被爆国としてこの条約に参加すべきです。 

日本被団協が受賞したノーベル平和賞が泣いています 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このページの記事は日本平和委員会パンフより抜粋、加工しました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    漫画作家：弘兼憲史氏、失態‼ 

基地反対活動を揶揄する表現を裏付けなしに引用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【編集後記】衆院選、相手の失策で予想外の野党議

席拡大、少しは政治の流れも変わるのだろうか。立

憲議席の大幅増にも拘らず、自民比例が 533 万票減

らしているのにわずか７万票の上積みしかなかっ

た。つまり今回の勝利は「自民金権政治批判の受け

皿」でしかなかったと思う。それに対し、国民民主

358 万票、れいわ新選組の 160 万票の上積みは想定 

外の躍進だった。また参政党や保守党という新興右

寄政党の台頭も気がかりだ。果たして今後の政局は

どう動くのだろうか。東北電力の女川原発が再稼働

した、東奥日報のYさんからコメントが求められた。

今号の記事でも取り上げたが住民の避難問題などが

未着手なのは本県と同じで無念だと述べた。いよい

よ次は東通原発か、ますます暗い気持になる。(栗) 

↑10/12 東奥日報    ↓10/19 デーリー東北 

10/17 発売 週刊漫画誌「モーニング」より 



 

 

【天狗の管弦】 

むつ市の二又
ふたまた

という村の山奥に

天狗林とよばれている所がある。

ここには“二又天狗”が住んでいたと

いわれている。 

同じむつ市の角違
すみちがい

の村から、や

はり山奥に入った所に、天狗岩と

よばれている大きな岩がある。こ

の岩穴には、“角違天狗”が住んでい

たといわれている。また、脇野沢

の滝山という村の山奥にクラデェ

山とよばれている岩山がある。こ

こには“クラデェ天狗”が住んでいた

といわれている。 

下北の天狗は、いたずらが大好

きであった。二又天狗は、高い鼻

をいっそう高くして、村々の上を

びゅうびゅうと風音をたてて飛び

回るもので、ニワトリは驚いて卵

を産まなくなるし、放し飼いの馬

はびっくりしてとんでもない所に

走ってゆくもので、村の人たちは

困ってしまっていた。 

角違天狗は角違天狗で、山で木

を切る仕事をしている人がある

と、そこへザァーと物すごい大雨

を降らせ「これァ、もう今日は仕

事ができねェ」と、帰り支度をは

じめるとまたカラリと天気にさせ

る。「やァ、晴れてきたな、また

はじめるか」と、ノコやマサカリ

を出しはじめると、またまたザァ

ーと大雨を降らせるといういたず

らをして面白がっていた。 

クラデエ天狗は、もっぱら大風

をおこし、舟を木の葉のように揺

らせては喜んでいる。 

それをみた地蔵菩薩は、三人の

天狗をよぶと、「人間は人間で一

生懸命、働いている。それをいた

ずらをして喜んでいるとはけしか

らん。それよりもお前たちにこれ

を与えるから、合奏しながら霊場

恐山を守れ」と笙
しょう

、横笛、太鼓を

くれた。 

天狗たちはくる日もくる日も、

宇曽利湖のほとりの大尽山
おおつくしやま

の上で

管弦の合奏をしていた。 

ある日、ひとりの男が宇曽利湖

の極楽浜の砂をカマスにつめこん

でいるのをみつけた。「霊場恐山

のものを、商売に持ち出すとはけ

しからん」と、怒った天狗たちは

管弦を奏しながら大風と大雨を降

らせた。男は、「仏様が怒ってい

る」とほうほうのていで逃げ帰っ

た。それから、恐山をけがすよう

なことをすれば、必ず天狗の管弦

が聞こえ、大風と大雨が起こると

いわれている。 

 

【恐山のおどり鬼】 

むがしむがし、恐山に、おっ

かねえ鬼ァいであったどェ。その

鬼ァ、毎日、山のけだものば一匹

ずんづ、食うんだどェ。 ある

日、タヌキが食われる番になっ

た。そごでタヌキァ、鬼の前さ行 

ぐと、「おらば食う前に、おらの

おどりっこば見でけさまえ」っ

て、ポンポコリンのポンポンポ

ン、ポンポコリンのポンポンポン

って、腹っこ叩きながら、食うや

づァいいべども、食われる身にも

なってみろ。ポンポコリンのポン

ポンポン、ポンポコリンのポンポ

ンポンって、歌いながらおどった

どェ。そのタヌキのおどりァ、あ

んまりおもしろがったもんだが

ら、鬼も「せば、おらもおどって

みるべが」って、自分の腹っこベ

ロッとだして、ペンペコリンのペ

ンペンペン、ペンペコリンのペン

ペンペン、って腹っこ叩ぎなが

ら、食うやづァいべども、食われ

る身にもなってみろ。ペンペコリ

ンのペンペンペン。ペンペコリン

のペンペンペン、って、歌いなが

らおどっていだら、「なるほど、

食われる身になってみれば、大変

なごったな。わがったわがった」 

って、しゃべりながら山奥さ行っ

てしまったどェ。 それがらづも

の、恐山の鬼ァ、けだものば食わ

なぐなったというし、今でも、恐

山の山奥がらペンペコリンのペン

ペンペンって、音っこァ聞こえで

きたら、その時の鬼ァ、きっとお

どっているんだず、話だ。どっと

はれ。 

 

シリーズ・歴史を紐解く㉓ 恐山にまつわる天狗・鬼の民話 ２題 

本作品は読売新聞青森版に 1997年頃に掲載された「青森の民話 100話」（著者・北 彰介氏）から抜粋しました 
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